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１．研究の目的と概要
　心理言語学の目的は、人問が自然言語を獲得、
学習、記憶、理解、産出するメカニズムを解明
することにある。本プロジェクトの主旨は、日
本語に関する心理言語学的研究の文献目録を作
成することにあり、既にその成果として、「日
本心理言語学的研究の文献目録（注釈付き）」
(Kess ＆ Miyamoto,1994)を出版した。この
目録作成作業の継続と並行し、意義、興味ある
テーマを見つけ、研究論文の作成等も、本プロ
ジェクト作業の一環である。本年度は、「歴史
言語学」、「自然言語処理」、「談話分析」及び「仮
名漢字処理」とテーマを広げ研究を行ったので、
その成果内容を以下に述べる。

２．本年度の研究成果
2.1．歴史言語学
　歴史言語学に関わる問題として、Miyamoto
＆ Kess (In Press)を、「日本の変貌と挑戦」と
題された Japan Studies Association of
Canada の年次学会で発表した。明治初期から
今日までの（言語）心理学の発展を要約した後、
国際化、高度電子技術化、老齢化等に伴う社会
問題が、いかに日本語の諸側面と重要な関わり
を持つかを提示した。例えば、国際化と帰国女
子に関わる社会言語学的問題、高度電子技術化
と自然言語処理に関わる問題、老齢化と言語喪
失に関わる医学言語学的問題等に見られる様に、
言語の諸側面をを理解することなくしては、日
本の今日の変貌と未来への挑戦を展望すること
は出来ないと論じた。

2.2．自然言語処理
　自然言語処理に関わる問題は、Berett,
Miyamoto ＆ Kess (Submitted)としてその成
果を出版した。英語に代表される Right-
Branching-Language と日本語に代表される
Left-Branching-Language の構文の違いの処
理がいかなる問題をもたらすかを解説した。そ
して、神経処理構造をモデル化した
Combinatorial State Automation (CSA)が、
構文処理の大部分が語彙処理レベルで行われる
と仮定するならば，記憶容量の点からも、最も
うまくLeft.-Branching Languageの構文処理

問題を説明出来ると論じた。

2.3．談話分析
　談話分析の成果に関しては、Miyamoto　＆
Kess（In Press)を発表した。ここでは、まず、
日本の広告と米国の広告を、Soft-Sell と
Hard-Sell の概念で比較した。そして、日本の
Soft-Sell 方略は、決して一般に言われている
様なナイーブな宣伝方略ではなく、巧妙に仕掛
けられた方略であると議論を展開した。三か月
間の新聞広告（読売新聞）をもとに、それらの
Headlines(見出し）の構造に焦点をあてた。大
多数の Headlines が、Head(頭）と Tail（尾）
の二部分より成り、特に「頭」が、広告主と読
者とのLiason-Establishment(関係づくり）に、
いかに重要な役割を果たすかを実証した。そし
て、この「頭に基づいた広告主と読者との
Laision-Establishment」が、Soft-Sell と言わ
れる日本の印刷広告における一大機能、一大特
徴であると論議した。

2.4．仮名漢字処理
　仮名漢字処理に関しては、以下の研究をおこ
なった。
　ｌ．　Kess & Miyamoto(1996)では、実験
心理学及び失語症学の観点より、仮名漢字処理
と左右大脳半球化(cerebral lateralization) の
問題を検討した。仮名が左脳、漢字が右脳と言
う古典的見解(e.g.，笹沼，1977)を支える証拠
は見当たらず、文字列自体ではなく、仮名漢字
に関わる処理機能の差異が lateralization を決
めると論じた。　ただ、失語症学にあっては、
仮名漢字処理等に関して、左脳と右脳とがどの
ように相互に機能・抑制し合っているのかは未
だ解き明かされていないと述べた。また、同時
に、角田(e.g.，1978)の一連のdichotic listening
実験パラダイムに基づく「日本人論」に対して
疑問を投げかけた。日本人通常者、脳損傷者、
また、外国人日本語学習者等による仮名漢字処
理の諸実験データをもとに、日本人の脳の左右
半球化が欧米外国人のそれに比して、特に異な
るものではないと論じた。

　2. Kess & Miyamoto (In Press.)、Miyamoto



& Kess (To Appear(a))そしてHwang，Kess &
Miyamoto (To Appear)との一連の論文におい
ては、中国語における漠字処理を検討した。ま
ず，Kess & Miyamoto (In Press.) において、
中国語における漢字処理研究を概観した。漢字
処理が英語等の音韻文字処理と変らないとする
仮説と、漢字処理はユニークであるとする仮説
の攻防が、中国語漠字処理研究のメインテーマ
であり、どちらが妥当かは、いまだ決着がつい
ていないと述べた。Miyamoto & Kess (To
Appear(a))は、中国語漢字処理研究と日本語漢
字処理研究を比較し、Dual Route Hypothesis
の妥当性を強調し、中国語における漢字処理が
英語等の音韻文字処理と変らないとする説に疑
問を投げかけた。Hwang、Kess & Miyamoto
(To Appear)では、さらに、諸処理モデルの妥
当性について検討を加えた。

３．今夏のパリとアムステルダムでの学会に向
けた二論文(Kess & Miyamoto (To Appear)、
Miyamoto & Kess (To Appear(b))においては、
目下、これまでに提唱された仮名漢字処理の諸
モデルの妥当性をさらに検討中である．
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